
 

 

 

 

目標を定め 滝宮小に元気を！ 
あけましておめでとうございます。

昨年中は本校の教育活動に対し、保護

者・地域の皆様には、大変お世話にな

りました。心よりお礼申し上げます。

本年が実り多い年になりますように祈念いたします。  

いよいよ、３学期を迎え、各学年とも締めくくりの段

階に入りました。「今年こそは」と、新しい年の夢を描

いたり、目標を立てたりしている子どもたちです。夢や

目標は、１年生にとっても、卒業を前にした６年生においても、その後の成長に重要な役

割を果たします。特に３学期は、１年間の総まとめの時期として、次の年度につなげる力

を育てることを大切にして、教職員一同、支援してまいります。 

さて、お正月恒例の箱根駅伝。スタートするのは、午前８時。最初の区間を走る選手

は、１週間前から午前３時に起きて本番に備えるそうです。チームのメンバーが辛苦をと

もにした全ての人の思いをタスキに託して走る姿に心奪われます。この

タスキの舞台に向け、目標を定め努力を積み重ねる選手に感動します。 

３学期、６年生の登校日は、わずか４６日です。（下級生は５１日） 

この短い中で、卒業、そして中学進学へ向けて準備を始め、下級生はバト

ンを受け取る準備をします。小学校最後の舞台となる６年生。全校生並

びに教職員みんなで目標を定め、よき伝統を引き継ぎます。 

よろしくお願いいたします 
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２０２４年 

１月 ９日（火）第３学期始業式 下校 14:00 

  １２日（金）～１４日（日） 

9:30-17:00県文化祭展覧会（高松市美術館） 

１５日（月）⑥委員会 

  １６日（火）いのちのせんせい（2年） 

１９日（金）学校諸費引き落とし日 

  ２２日（月）クラブ 弁当の日 

   ～３１日（水）月末漢字・計算テスト週間   

  ２３日（火）児童会立会演説会 

   ～２９日（月）２３が６０読書週間 

  ３０日（火）児童会交代式 綾川中入学説明会 

  ３１日（水）新入生入学周知会  

 

２月 ５日（月）～ 縄跳び大会週間 

   ８日（木）高松で観劇（６年） 

   ９日（金）国際交流（６年） 

  １３日（火）クラブ活動（３年生見学） 

  ２０日（火）学校諸費引き落とし日 

  ２９日（木）６年生を送る会 

３月 ４日（月）⑥委員会 

１４日（木）卒業式 

  ２２日（金）第３学期終業式 

  ２３日（土）～４月７日（日）春休み 

※３月は学校諸費引き落としがありません。 

令和６年度  

４月 ８日（月）第１学期始業式 

 

 

 

 

 

 

滝宮小屋上からの初日の出 
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“もうこれで満足だという時は、すなわち衰える時である” 

2024 年７月から新一万円札の顔となる渋沢栄一さ

んの言葉です。渋沢栄一さんは、開国から昭和初期まで

の激動の時代において、日本経済の基礎を築き、日本初

の銀行を設立しただけでなく、様々な種類の会社設立

にも携わった人物です。その渋沢栄一さんの「夢七訓」

を紹介します。「夢七訓」では、「夢」をもつことがいか

に大切であるかが語られています。 

「夢七訓」    渋沢栄一 

    夢なき者は理想なし。 

    理想なき者は信念なし。 

    信念なき者は計画なし。 

    計画なき者は実行なし。           

    実行なき者は成果なし。 

    成果なき者は幸福なし。 

    ゆえに幸福を求むる者は夢なかるべからず。 

 

「幸せ」な人生は、「夢」をもつところから始まる。と、渋沢栄一さんは述べています。

何ができるようになりたいかという、１年後の「自分像」を描くことで「理想」をもち、「信

念」を抱いていくことの大切さを伝えています。努力を続けるための秘訣として「いつ、何

を、どれくらい」など、より具体的な目標の必要性も伝えています。子どもたちが、「自分

像」について、しっかり考え、具体目標の達成状況について、努力しなければならないこと

は何かを振り返りながら、今後の生活設計をしっかり立てて欲しいと願っているところです。 

 

中庭で、私たちを見守っている「エネルギ

ッシュな子ども像」。この像は、昭和 56年に

香小研学校保健部会の研究発表会を本校で開

催し、健康優良学校全国優秀校受賞を記念して作られました。その発表会の研究テーマが「エ

ネルギッシュな子どもの育成」だったそうです。当時の研究冊子を紐解

くと、『「物は豊かになったが、心は貧しくなった。」とか「身体は、よ

くなったが、体力は低下した。」』から始まります。 

社会の変化に対応し、苦難に遭遇してもくじけず粘り強く立ち向か

っていく気力と体力のある「エネルギッシュな子ども」は、当時もそし

て今も、これからも子どたちの成長への普遍的な願いであり、私たちが

目指す姿であると思っています。 

新一万円札 渋沢栄一さんとは？  「夢七訓」 
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津田梅子 

北里柴三郎 

２０２４もエネルギッシュに！！」 


